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主
な
内
容

◦アートのワークショップ開設
◦世界最新鋭の320列マルチスライスＣＴが稼動

１面

２面

３面

4面

◦安心で優れた療養環境の提供（病院長　河野陽一）
◦リハビリテーション部の役割

◦院内看護研究発表会
◦今江選手がやってきた！
　＜小児病棟＞

◦＜フリートーク＞小児外科学教授：吉田英生　 大人の手術とは全く違う小児外科
◦＜トピックス＞眠れない夜はどう過す？
◦＜亥鼻むかし・昔＞❼ 

　皆様、新年明けましておめ
でとうございます。
　今年も千葉大学医学部附属
病院は止まることなく、より
優れた医療の提供を目指して
前進してまいります。
　昨年は「ひがし棟」が開院しました。引き続き今年も
本院の再開発計画に従い、「みなみ棟」そして「にし棟」
の全面的改修を行います。すでに昨年11月に「みなみ
棟」の周産期母性科、小児外科、小児科は、改修工事
のために病室は「にし棟」へ移動し、小児科、小児外科
そして形成外科は仮設棟で外来診療を始めました。仮
設棟の外来は狭小であり、また「にし棟」の病室も仮の
移転のために療養環境は最良とは言えませんが、改修
工事期間中の医療の質ならびに安全の維持には万全を
期しております。患者の皆様にはご不自由をお掛けし
ますが、病院機能をより高いレベルに整備してまいり
ますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。
　このような病院の新築、改修のみならず昨年より看
護師の採用枠を大幅に増やし、各病棟の看護師を増員
しました。今年も引き続き看護師を増やす予定であり、
看護体制を充実させることにより患者の皆様には優れ
た療養環境を提供できるものと信じております。
　大学病院の重要な役割のひとつとして、高度の医療
の提供に加えて新たな治療法の開発があります。「ひ
がし棟」１階に未来開拓センターを昨年オープンし、治
療の手立てが十分でない疾患に対する新たな治療法の
確立に全力をあげております。すでに再生医療、移植
医療、免疫医療など先端医療の分野で、今までとは異
なった治療を行うことができるようになりました。
　さらに大学病院には、地域医療における「最後の砦」
としての役割があります。千葉県も医師不足の問題を
抱えていますが、「ひがし棟」の屋上にはヘリポートを
整備し、遠隔地からの搬送を受け入れられる体制とし
ました。本院の病院機能をフルに働かせ、千葉県内の
すべての地域の医療の中心として貢献してまいります。
　今年も医療そして療養レベルの向上を目指し、また
患者の皆様とともに歩む千葉大学医学部附属病院であ
り続けます。
　ご支援のほどよろしくお願いいたします。

●
理
学
療
法
＝
患
者
さ
ん
の
基
本
的
身

体
機
能
の
改
善
を
図
り
、
歩
行
な
ど
の

移
動
を
可
能
に
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
作
業
療
法
＝
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
通

じ
て
、
患
者
さ
ん
の
応
用
的
身
体
動
作

や
精
神
機
能
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
言
語
聴
覚
療
法
＝
失
語
症
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
を
持
つ
患
者

さ
ん
の
評
価
と
訓
練
を
主
に
行
い
ま
す
。

●
義
肢
装
具
療
法
＝
医
師
の
処
方
に
基

づ
い
て
、
外
部
の
義
肢
装
具
士
が
採

型
・
作
製
・
適
合
を
実
施
。

目
標
は
、患
者
さ
ん
の

自
立
と
社
会
復
帰

　右手がどうしても動かないのなら左手を、両足に麻痺
が残って歩行が無理なら車いすを使って―。
　一通りの治療が終わった後、障害が残ってしまった患
者さんの機能の回復・向上をめざしてさまざまな訓練を
するのが〈リハビリテーション部〉の役割。その最終目標
は、患者さんが自立して社会復帰を果たすことです。

安心で優れた
療養環境の提供

病院長 河野陽一

〈新年を迎えて〉

ほ
と
ん
ど
の
診
療
科

か
ら
訓
練
依
頼

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
作
業
の

流
れ
は
、
脳
・
脊
髄
疾
患
、
神
経
疾

患
、
運
動
器
疾
患
、
小
児
疾
患
、
切

断
、
呼
吸
・
循
環
器
疾
患
、
廃
用
症
候

群
と
い
っ
た
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病

院
の
各
診
療
科
か
ら
の
依
頼
に
基
づ

き
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
担
当

医
師
が﹁
機
能
障
害
﹂﹁
活
動
制
限
﹂﹁
参

加
制
約
﹂な
ど
障
害
の
評
価
を
行
い
、

治
療
計
画
と
そ
の
期
間
、
最
終
目
標
を

定
め
て
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
に

説
明
を
し
て
、
同
意
を
得
ま
す
。
そ
の

後
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
処
方
を

し
、
い
ざ
訓
練
へ
。

　

こ
の
訓
練
の
実
施
に
際
し
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
治
療
を
施
し

ま
す
。

リハビリテーション部の役割

　

こ
れ
ら
の
機
能
回
復
訓
練
の
依
頼

は
、
千
葉
大
病
院
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
診
療
科
に
わ
た
っ
て
お
り
、
平
成
19

年
度
で
は
、
一
日
平
均
１
０
０
件
の
訓

練
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
内
訳
は

１
位
が﹁
整
形
外
科
﹂︵
30
％
︶、
２
位
が

﹁
脳
神
経
外
科
﹂︵
13
％
︶、
３
位
が﹁
神

経
内
科
﹂︵
10
％
︶の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
、
こ

の
ほ
か
歩
行
分
析
な
ど
の
運
動
学
的
評

価
や
痙
性
に
対
す
る
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療

法
な
ど
の
治
療
や
、
障
害
者
に
対
す
る

各
種
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の臨床

体
験
が
大
切

何
が
最
適
か―

を
見
つ
け
る
の
が
大
変

病
室
に
出
向
い
て
の
訓
練
も

●
言
語
聴
覚
士
・
長
谷
川
啓
子
さ
ん
の

話
＝
静
か
な
部
屋
で
対
面
式
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
療
法
は
、
１
年
も
２
年

も
か
か
り
、
患
者
さ
ん
ご
本
人
の
忍
耐

力
が
必
要
で
す
。
で
も
長
い
訓
練
の
結

果﹁
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂と
い
わ
れ
る
と
、

本
当
に
嬉
し
く
な
り
ま
す
ね
。
学
校
で

学
ぶ
こ
と
と
は
別
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
症

例
か
ら
学
ぶ
臨
床
体
験
が
と
て
も
大
切

―

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

●
作
業
療
法
士
・
吉
田
奈
美
さ
ん
の

話
＝
病
気
に
な
っ
た
り
ケ
ガ
を
し
た
人

の
生
活
の
組
み
立
て
直
し
を
す
る
仕
事
。

具
体
的
に
は
、
作
業
を
通
じ
て
使
え
な

く
な
っ
た
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
合
わ
せ

て
ど
ん
な
方
法
が
最
適
な
の
か―

を
見

つ
け
る
の
が
大
変
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

●
理
学
療
法
士
・
天
田
裕
子
さ
ん
の
話

＝
40
分
～
１
時
間
に
わ
た
り
、
患
者
さ

ん
の
状
態
に
合
わ
せ
て
訓
練
を
し
て
い

ま
す
。
呼
吸
器
や
点
滴
を
つ
け
た
方
も

多
い
た
め
、
病
室
に
出
向
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
何
よ
り
訓
練
に
よ
っ
て
徐
々

に
よ
く
な
っ
て
い
く
姿
を
見
る
と
、
仕
事

と
し
て
の
ヤ
リ
ガ
イ
を
実
感
し
ま
す
。

＜Mini　News＞
◆外来玄関等の絵画展示公募◆クリスマス・コンサート
◆デビッドカードの取り扱い開始！◆特別室のご利用料金改定

村田 淳　部長
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こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
入
院
中

の
患
者
さ
ん
が
同
室
の
患
者
さ
ん
に
対

し
て
、
ま
た
い
つ
も
何
く
れ
と
な
く
気

遣
い
を
し
て
く
れ
る
医
師
、
看
護
師
、

そ
の
他
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
、

日
頃
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
の

に
、
そ
れ
が
な
か
な
か
素
直
に
伝
え
ら

れ
な
い—

—

そ
ん
な
心
境
の
と
き
に

﹁
い
つ
も
あ
り
が
と
う
﹂の
ひ
と
こ
と
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、

﹁
ア
ー
ト
を
つ
く
る
﹂の
メ
ン
バ
ー
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　

ア
ー
ト
作
品
は
、
紙
粘
土
の
ハ
ー
ト

型
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
使
い
捨
て
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
を
利
用
し
た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

︵
中
庭
を
照
ら
す
光
の
樹
︶、
ス
テ
ン
シ

ル
の
絵
の
3
つ
。
ま
ず
制
作
に
参
加
を

希
望
す
る
患
者
さ
ん
を
募
り
、
11
月
22

日
か
ら
デ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
で
そ
れ
ぞ
れ
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

患者さん同士、患者さんと病院スタッフの
心の通い合った関係づくりを——

　

ア
ー
ト
の
制
作
を
通
じ
て
、
患
者

さ
ん
同
士
、
ま
た
患
者
さ
ん
と
病
院

ス
タ
ッ
フ
の
心
の
通
い
合
っ
た
関
係
づ

く
り
を—

—

と
昨
年
11
月
下
旬
、
千

葉
大
学
教
育
学
部
普
遍
教
育
科
目（
担

当
・
加
藤
修
教
授
）﹁
ア
ー
ト
を
つ
く

る
﹂の
受
講
生
が
中
心
と
な
っ
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
千
葉
大
病
院
ひ
が
し
棟

デ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
学
生
た
ち
と
と

も
に
患
者
さ
ん
が
あ
れ
こ
れ
工
夫
を

凝
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
づ
く
り

に
熱
中
、﹁
お
か
げ
さ
ま
で
、
院
内
に

新
し
い
友
達
が
で
き
た
﹂な
ど
喜
び
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　0.5mmの薄いスライス画像が一回転で

世界最多の320枚収集できる最新鋭の320

列CT（Aquilion One、東芝）が昨年12月に

導入され、稼動を開始しました。このCTで

は一度に16cmの範囲の撮影が可能なため、

心臓、脳、肝臓などの臓器全体の撮影が一

瞬で可能です。

　この最先端医療機器の導入により①これ

まで撮影が困難であった不整脈をお持ちの

患者さんの冠動脈、心臓の明瞭な画像を得

ることができる②造影検査で使用される造

影剤量が従来の半分で済む③撮影時間もわ

ずか２秒以内——といった利点があります。

もちろん不整脈のない患者さんの冠動脈、

心臓の画像も綺麗に描出することが可能で

す。

　また世界最短の撮影時間が可能なこのCT

により、体の動きが激しく静止状態が困難

な小児や救急の患者さんにも有効で、より

有益な診断情報が提供可能となりました。

「
マ
マ
大
好
き
」の

メ
モ
も
…

●
河
上
友
宏（
ス
テ
ン
シ
ル
の
絵
画
担
当
）＝
帆
布
に

さ
ま
ざ
ま
な
型
に
合
わ
せ
、
ス
ポ
ン
ジ
で
ポ
ン
ポ
ン

す
る
だ
け
の
簡
単
な
作
業
で
の
絵
画
制
作
に
、
多
く

の
患
者
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
や
新
年
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
文
字
も
書
け
る
よ
う
に
し
て
お
い
た

ら
、
お
見
舞
い
に
来
ら
れ
た
子
供
さ
ん
の﹁
マ
マ
大
好

き
﹂の
メ
モ
も
あ
り
、
思
わ
ず
ジ
ー
ン
と
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。

世界最新鋭の320列
マルチスライスCTが

稼動開始

しました

アートのワークショップ開設

ペ
ン
ダ
ン
ト
、ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
、ス
テ
ン
シ
ル
の

絵
画
を
制
作

ピ
タ
リ
！
大
学
と

病
院
が
連
携

　

作
品
は
、
完
成
し
た
も
の
か
ら
順
次

披
露
さ
れ
、
患
者
同
士
、
ま
た
医
師
や

看
護
師
に
自
作
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
見
せ

て
感
想
を
求
め
る
な
ど
、
和
や
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
貢
献
し

ま
し
た
。
ひ
が
し
棟
の
吹
き
抜
け
の
中

庭
に
置
か
れ
た
手
作
り
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
を
取
り
付
け
た
自
然
木
の
木
の
枝
オ

ブ
ジ
ェ
に
は
、
通
り
が
か
っ
た
患
者
さ

ん
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
、
お
見
舞
い
の
家

族
や
友
人
、
知
人
も
、
そ
の
幻
想
的
な

雰
囲
気
に
し
ば
し
足
を
止
め
て
見
と
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
制
作
の
過
程
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
重
視

し
た
こ
の
試
み
、
大
学
の
授
業
と
大
学

病
院
の
連
携
に
よ
る<

心
お
こ
し>

は
、

心
の
通
い
合
っ
た
病
院
づ
く
り
の
面
で

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

見
舞
客
も
制
作
に

参
加
し
て
く
れ
て

●
小
西
翔
太（
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
担
当
）＝
東
京
か
ら

お
見
舞
い
に
来
ら
れ
た
人
も
、
患
者
さ
ん
と
一
緒
に

作
業
に
参
加
し
て
く
れ
た
り
、
学
生
と
患
者
さ
ん

が
親
し
く
こ
と
ば
を
交
わ
す
場
面
も
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
や
そ
の
光
そ
の
も
の
も
、
患
者
さ
ん
の
心

を
あ
た
た
め
る
こ
と
に
役
立
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に

薬
入
れ
を
作
る
人
も

●
徳
野
絢
香（
ペ
ン
ダ
ン
ト
担
当
）＝
ハ
ー
ト
の
形
は

実
に
さ
ま
ざ
ま
。
な
か
に
は
、
同
じ
病
室
の
患
者

さ
ん
が
薬
入
れ
に
困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
容
器

を
作
る
人
も
い
て
、
心
の
通
い
合
い
へ
の
思
い
が
視

覚
化
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

企画・運営に活躍した
受講生の話

不整脈のため、連続性が
なく、診断が困難です。

320列CTではこのような
明瞭な画像になります。

不整脈をもつ
患者さんの
心臓画像

従来のCT 320列CT
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あなたの絵を病院に飾ってみませんか？

　本院では、これまでにも
外来や病棟にさまざまな絵
画、写真を展示して、患者
さんやご家族のアメニティ
の向上に努めてきました。
　この度、より明るく優し
い院内環境づくりのため、
外来ロビー等に展示する絵
画を広く一般に公募し、一
定期間借用し、展示させて
いただくことにしました。
　患者さんやご家族が明る
い気持ちになれるような絵
画を募集しますので、奮っ
てご応募ください。

　本院年末の恒例行事となっている
「クリスマス・コンサート」が昨年12
月18日の夕方開かれました。会場と
なった外来ホールには開演前から事
前に開催をポスターで知った患者さ
んやご家族の方々が多く詰めかけ、
外来ホールに響きわたる美しい音色
にうっとりとした表情で聴き入って
いました。
　この日演奏したオーケストラ「千葉

大学ゐのはな音楽部」は、「医療機関でボランティア演奏ができたら」との願いから始
まり、千葉大学亥鼻キャンパス（医・薬・看護学部）の学生を中心に構成されています。
　サンタクロースやトナカイ、その他の動物に扮した楽団員が、クリスマスにち
なんだ「そりすべり」「赤鼻のトナカイ」などの曲目を演奏すると、早いテンポの曲
では観客席から手拍子が起こるなど、演奏者と観客が一体となって音楽を楽しん
でいました。

年の瀬のひととき音楽に酔う
●クリスマス・コンサート 今

江
選
手
が
や
っ
て
き
た
！

●
小
児
病
棟

●外来玄関等の絵画展示公募

　本院では、さる平成20年11月13日より1階外来ホール③番窓口脇の診療費自動
支払機で、デビットカードの取り扱いを開始しました。
　デビットカードとは、通常使用している金融機関等のキャッシュカードで、診
療費等のお支払いができるというものです。
　通常使用している金融機関等のキャッシュカードを使用するため、特に申し込
み手続きなどをする必要はありません。また、デビットカードのご利用に手数料
は一切かかりません。
　これにより患者さんには高額な紙幣を持ち歩く必要がなくなり、銀行窓口や
ATMへ行かなくてもお支払をすることが可能となりました。
　なお、ご利用の金融機関によってはお取り扱いができない場合や、1日あたりの
利用限度額や利用時間等の設定がされている場合がございますので、ご不明な点
は各金融機関にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（医事課外来業務室収入係）

デビットカードの取り扱い開始!!
●診療費自動支払機

　平成20年５月のひがし棟オープ
ン以来ご利用いただいている特別
室ですが、このうち特別室Ｓ（２
室）、特別室Ａ（３室）の料金を平成
21年１月１日から、よりご利用し
やすい価格に改訂しました。
　特別室Ｓ、Ａは、ひがし棟10階に位置し、テレビ、冷蔵庫、オーブンレンジ、
応接セット、バス、トイレ（ウォッシュレット）等が備えられた病室で、アメニ
ティを重視した療養環境を提供しています。
　診療科の医師、看護師にお気軽にお問い合せください。

特別室のご利用料金改定

　

秋
晴
れ
の
11
月
29
日
、
病
院
第
一
講

堂
で﹁
平
成
20
年
度
院
内
看
護
研
究
発
表

会
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
病

棟
オ
ー
プ
ン
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
演
題
数
は
９
題
と
若
干
少
な
い

印
象
は
あ
り
ま
し
た
が
、
１
７
０
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
活
発
な
討
議
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
々
の
看
護
を
見

つ
め
、
患
者
さ
ん
に
き
め
細
か
な
看
護

を
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、
看
護

研
究
発
表
会
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
表
内
容
を
少
し
ご
紹
介
す
る
と―

。

﹁
内
視
鏡
治
療
を
受
け
る
が
ん
患
者
さ
ん

へ
の
術
前
の
心
理
的
援
助
﹂と
い
う
研
究

は
、
患
者
さ
ん
が
手
術
を
待
つ
間
の
思

い
を
明
ら
か
に
し
、
看
護
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
活
動
報
告
の﹁
手
術
部
に
お
け
る

新
人
指
導
の
一
手
法
﹂で
は
、
手
術
を
受

け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
理
解

す
る
た
め
、
新
人
看
護
師
が
患
者
と
し

て
手
術
室
へ
の
入
室
体
験
を
行
う
と
い

う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
人

看
護
師
が
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
た
看
護
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

―

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た﹁
ネ
パ
ー
ル
口
唇
口
蓋
裂
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
報
告
﹂は
、
日
本
で
は
体
験

　
﹁
ワ
ー
イ
、
今
江

選
手
だ
ぁ
﹂。
昨
年

10
月
29
日
、
千
葉

大
病
院
小
児
病
棟

を
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
の
今
江

敏
晃
選
手
が
訪
問
。

特別室使用料（一日につき）

改訂前 改定後

特別室 S 73,500円 52,500円

特別室 A 52,500円 36,750円

■問合せ先　管理課総務監査係　Tel 043-226-2234

手
術
室
に
入
る
と
き
の
心
境
は
？

新
人
看
護
師
が〈
患
者
体
験
〉

で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
様
子

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
で
は

口
唇
口
蓋
裂
は﹃
悪
魔
の
子
﹄と
呼
ば
れ
、

就
職
や
結
婚
で
差
別
を
受
け
る
こ
と
が

多
い
こ
と
、
何
日
も
か
け
て
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
手
術
を
受
け

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
大

変
な
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
千
葉
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
の
中
山
茂
樹
先
生
か
ら﹁
看

護
と
建
築
設
計
の
協
働
﹂と
い
う
テ
ー
マ

で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

闘
病
中
の
子
供
た
ち
と
親
し
く
語
り
合
っ

た
り
、
握
手
を
し
て﹁
頑
張
っ
て
、
早
く
元

気
に
な
っ
て
、
ロ
ッ
テ
の
試
合
を
見
に
来

て―

﹂と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
は
、
千
葉
大
学
と
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
間
で
結
ば
れ
て
い
る
連

携
協
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

﹁
自
分
も
何
か
お
役
に
立
ち
た
い
﹂と
い
う

今
江
選
手
の
申
し
出
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
日
小
児
病
棟
の
あ
る
み
な
み
棟

プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
姿
を
見
せ
た
今
江
選
手

は
、
約
30
名
の
入
院
闘
病
中
の
子
供
た
ち

の
歓
声
と
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
そ
の
一
人

ひ
と
り
に
励
ま
し
の
声
を
か
け
た
り
、
幼

児
を
抱
っ
こ
し
た
り
、
握
手
を
し
な
が

ら
、
ロ
ッ
テ
の
ミ
ニ
タ
オ
ル
を
手
渡
し
、

最
後
に
全
員
集
合
の
記
念
撮
影
。
子
供

た
ち
は
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
闘
病
の
辛

さ
を
忘
れ
て
笑
顔
、
笑
顔
の
大
興
奮
で
し

た
。
子
供
た
ち
か
ら
、
手
づ
く
り
の
携
帯

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
今
江

選
手
は﹁
み
ん
な
の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
﹂

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
江
選
手
か
ら
は
、
後
日
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
小
児
病

棟
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
飾
ら
れ
ま

し
た
。

●
院
内
看
護
研
究
発
表
会
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手
術
の
一
例
一
例
を
大
切
に―

―

　

小
児
外
科
の
手
術
は
、
大
人
の
場
合
と
は
ま
っ
た
く

違
う—

—

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
。
子
供
は
発
育
途
上
に

あ
る
た
め
、
機
能
や
臓
器
そ
の
も
の
が
未
成
熟
だ
か
ら

で
す
。

　

大
人
の
治
療
は
、
専
門
領
域
に
分
か
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
小
児
外
科
で
は
、
消
化
器
疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
、

生
殖
泌
尿
器
疾
患
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ

ア
、
虫
垂
炎
な
ど
日
常
的
な
小
児
外
科
疾
患
か
ら
、
先

天
性
食
道
閉
鎖
症
、
直
腸
肛
門
奇
形
な
ど
小
児
特
有
の

疾
患
、
さ
ら
に
先
天
性
横
隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
、
胆
道
閉
鎖

症
、
悪
性
固
形
腫
瘍
と
い
っ
た
難
病
に
至
る
ま
で
、
幅

広
い
疾
病
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
小
児
外
科
医
は
、
子
供
の
生
理
、
疾
患

と
病
態
、
治
療
法
に
関
す
る
専
門
知
識
と
技
能
を
身
に

付
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
恩
師
の
高
橋

英
世
教
授
か
ら﹁
小
児
外
科
で
扱
う
疾
患
は
、
症
例
数

が
少
な
い
の
で
、
一
例
一
例
の
手
術
を
大
切
に
せ
よ
﹂と

厳
し
く
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
、
私
も
学
生
を
指
導

す
る
立
場
に
な
っ
て
、
こ
の
こ
と
ば
の
重
み
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

子
供
の
頃
の
夢

は
、先
生
か
医
師

　

子
供
の
頃
、
私
の
生
家

の
周
囲
は
自
然
が
い
っ
ぱ

い
で
、
学
習
塾
な
ど
も
な

く
、
悪
ガ
キ
た
ち
が
原
っ

ぱ
に
集
ま
っ
て
一
日
中
野

球
に
興
じ
る
と
い
っ
た
毎

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

将
来
は
子
供
と
関
わ
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
千
葉
大
学
医

学
部
に
合
格
し
た
と
き
、
中
学
校
の
恩
師
か
ら﹁
将
来
の

夢
は
小
児
科
医
﹂と
題
し
た
当
時
の
文
集
の
コ
ピ
ー
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
全
く
記
憶
に
な
か
っ
た
の
で

驚
き
ま
し
た
。
昭
和
53
年
卒
業
後
は
、
高
橋
英
世
先
生

が
主
宰
す
る︿
小
児
外
科
教
室
﹀の
第
一
期
生
と
し
て
入

局
。
当
時
、
救
命
困
難
と
さ
れ
て
い
た
難
治
性
消
化
管

疾
患
患
児
に
遭
遇
し
、
基
礎
・
臨
床
研
究
を
始
め
ま
し

た
。

医
者
冥
利
に
尽
き
る
こ
と

　

当
時
治
療
し
た
子
供
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
、
今
で

も
会
い
に
来
て
く
れ
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。<

医
者
冥
利
に
尽
き
る>

と
は
、
こ

の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
は
、
小
児
外
科
が
わ
が
国
で
独
立

発
足
す
る
以
前
か
ら
、
旧
第
一
外
科
、
旧
第
二
外
科
で

取
り
組
ま
れ
て
い
て
、
日
本
の
小
児
外
科
の
黎
明
期
よ

り
そ
の
発
展
に
尽
く
し
て
き
た―
と
い
う
伝
統
を
持
っ

て
お
り
、
私
と
し
て
は
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
、
基
礎
的
修
練
か
ら
高
次
の
医
療
技
術
の
習
得

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

︿
や
さ
し
さ
﹀と︿
強
い
使
命
感
﹀を

　

今
日
、
わ
が
国
は
深
刻
な
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
は
き
わ
め
て
重
要
な
社

会
的
課
題
。
そ
の
一
方
で
、
小
児
医
療
を
志
す
医
師
の

減
少
、
厳
し
い
医
療
経
済
な
ど
困
難
な
時
代
で
す
が
、

そ
う
し
た
価
値
観
の
変
化
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く<

や
さ
し
さ>

と<

強
い
精
神
力
・
使
命
感>

を
持
っ
た
若

い
医
師
が
、
小
児
外
科
の
道
に
一
人
で
も
多
く
入
っ
て

く
れ
る
よ
う
、
私
も
育
成
へ
の
努
力
を
重
ね
る
決
意
で

い
ま
す
。

　

七
天
王
塚
に
祀
ら
れ
て
い
る

牛
頭
天
王
は
、
明
治
時
代
以

後
、
須
佐
之
男
命
と
し
て
八
坂

神
社
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
京
都
市
東
山
区
祇
園

町
に
あ
る
八
坂
神
社
が
、
そ
の

地
名
か
ら「
祇
園
の
社
」と
も
呼

ば
れ
有
名
で
す
。

　

現
在
、
千
葉
市
中
央
区
本
町

1
丁
目
に
あ
る
八
坂
神
社
は
、

明
治
初
期
の「
千
葉
町
図
」の
広

小
路
か
ら
道
場
に
至
る
通
り
沿

い
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
神
社
は
、
明
治
時
代
以

前
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
？
江
戸
時
代
の
千

葉
の
絵
図
に『
千
葉
市
図
示
』（
上

巻
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
千
葉

町
屋
並
図
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

F R E E      T A L K〈フリートーク〉

牛
ご ず

頭天王が祀られた本町の八坂神社

以
前

は「
天
王

さ
ん
」「
祇

園
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
、
牛
頭
天
王
が
祀
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。

（
妙
見
信
仰
研
究
家
・
宮
原
さ
つ
き
）

は
、
江
戸
後

期
の
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
道
場

入
口
の
南
側
に
他
の
字
よ

り
太
く「
天
王
」と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の「
天
王
」と
は
牛

頭
天
王
を
意
味
し
て
お
り
、
現

在
本
町
1
丁
目
に
あ
る
八
坂
神

社
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

千
葉
の
郷
土
史
を
研
究
し
た

故
和
田
茂
右
衛
門
さ
ん
の
採
録

に
よ
る「
下
総
国
千
葉
妙
見
社

元
由
」に
は
、
千
葉
氏
が
信
仰
し

た
妙
見
さ
ま
を
は
じ
め
千
葉
の

守
護
神
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
祇
園
社
が
見
え
ま
す
。
現

在
の
八
坂
神
社
は
、
明
治
時
代

　昨年末から世を覆った不景気で「とても正月気分になれない」と

いう人も多かったのではないでしょうか。景気の波を直接浴びると

いうことはありませんが、千葉大学附属病院でも、常に経営改善を

目指した努力が続けられています。

　特に大型の工事を控えたこの年度末は、経費削減が至上命題となっています。

日ごろ、決して無駄な出費はしていないつもりでも、丹念に洗い出してみるとまだ

まだ改善の余地があるのには驚かされます。

　おそらく私たちの家計でも、また借金が 30 兆円を超えるという我が国の予算

でも、工夫の余地があるのかもしれません。ただ、大学病院では、新規医療の開

発を含め、常に医療の質の向上に努めなくてはいけないのは当然のことです。

　新年を迎え、病気と向かい合い、地道な努力を重ねている患者さんや医療関係者、

そのすべての人々にとって穏やかで幸せな 1 年になることを願ってやみません。

あとがき
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千
葉
大
学
大
学
院
医
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　人は、人生の約3分の1を眠って過ごしており、睡眠は日常生活に大きく影響します。

不眠は寝つきが悪い（入眠障害）、何度も目が覚める（中途覚醒）、眠りが浅い（熟眠障

害）、早く目が覚めてしまう（早朝覚醒）という4つに分類できますが、いずれの不眠も

さまざまな身体疾患や精神疾患で不眠が出現します。

　その一方で、ちょっとした心配ごとでなかなか寝つけず、そのうちに次々と別の心

配ごとが出てきてしまい、さらに眠れなくなってしまうことがあります。このような時

には、1,000匹、2,000匹の羊が登場しても寝つけず、気付くとまた心配をしていると

いうことになります。

　私は、ホットミルクを飲んで布団に入り、呼吸と合わせて5つ数えるというのを10

セット行う。眠れなければさらに10セット——という方法をよくお奨めします。抗不

安薬や睡眠導入剤は、うまく利用すれば安全で便利なお薬です。どうしても辛い時に

は、主治医の先生と相談してみてください。

眠れない夜はどう過ごす?

〔略　歴〕
　埼玉県出身。妻と子供２人の４人家族。趣味は読
書と音楽。コンサートにもよく足を運びます。

（脳神経外科講師　岩立康男）

（精神神経科長　伊豫雅臣）

千葉町の名前入り家並図
－道場方面－1808(文化5)年
(1954年宍倉健吉氏作成『千葉市誌』
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